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秋の大会は西宮
第５６回全国大会は武庫川女子大学で
　阪神大震災の被害から復興する西宮市で第５６回全国大会が開催されます。
	期 日： １９９６年（平成８年）１０月５日(土)、６日(日)
開催校： 武庫川女子大学
所在地： 〒６６３ 兵庫県西宮市池開町６番４６号
電話（代表）0978-47-1212


	


　武庫川女子大学の文学部教授和田哲哉先生に大会準備・実行委員長としてお世話になります。これにともない和田先生は本学会理事に任命されました。
　大会案内状とプログラムなど詳細は８月中にお送りします。
　本年も｢大会プログラム原案｣作成までの仕事は準備･実行委員会の委託により学会本部で扱います。
　

－全国大会報告－
第５５回全国大会九州国際大学で開催
　日本商業英語学会の第５５回全国大会は、１９９５年１０月２８日・２９日の両日に、北九州八幡東区平野の九州国際大学国際商学部で開催され、百名をこえる会員のご出席とご協力のおかげで、成功裏に終了することができました。
　大会の準備から、円滑な研究発表の運営、ローカル色豊かなイベント、北九州港輸入関連施設見学クルーズまで行き届いたお世話をして頂いた大会準備・実行委員会の皆様、とくに山下睦男委員長と横山研治先生に感謝申し上げます。またこの大会は、九州国際大学の理事長紙谷良夫先生、学長春田一夫先生の暖かいご支援によって成功したことを感謝しております。
　プログラムは次のように進行しました。
	第１日　研究報告・総会・懇親会
第２日　研究報告・港湾見学会


	


　本年の研究発表の特徴はE－メイル関連の報告が多かったことで、この傾向は今後も続くと予想されます。
　全国大会の詳細は研究年報第５５号に公式記録として掲載されますが、発行は例年のとおり９月になりますので、この紙面に必要事項を速報いたします。
　

－総会報告－
監事を正式任命
　大塚朝夫先生と信達郎先生は正式の監事に選任されました。
　１９９４年の総会で監事選任の時間がなく、やむなく監事代行を任命する措置を取りましたが、このたび総会で監事として承認を受けました。
　

研究年報委員を増員
　研究年報委員会が業務繁多のため、中村那詮委員長の要請を受けて、橋本光憲先生と横山研治先生に１９９５年１１月に研究年報委員を委嘱しました。この件は総会の承認事項ではありませんが、この欄を借りてご報告いたします。
　

現在会員数
　１９９５年度中には、正会員として入会された方が１６名、ご逝去された正会員が２名、退会届を提出された方が１０名、この他退会扱いとなった方が２名（１名は正会員、もう１名は賛助会員）あり、合計１４名の会員が名簿から削除されました。
　１９９６年３月２１日現在で、本学会の会員は、名誉会員１名、正会員
２３０名、賛助会員５名、合計２３６名となっています。
　

青年学者に門戸を開く
　大学院博士後期課程に在籍する新進学者に学会正会員として活躍してもらおうという方針が企画委員会で検討され、総会の承認を受けました。
　本学会の正会員になるための資格は原則として大学教員であることですが、商業英語関連の研究実績があることを前提に、博士後期課程の院生にも正会員になる道を開きます。専門学校教員その他の場合もこれに準じて考慮することになります。研究業績またはこれに準ずる実績は必須です。
　

日本学術会議と商研連
　総理府に属する日本学術会議に会員を推薦する会員推薦管理会があります。本学会は、この管理会に登録申請をして、審査を受け、学術研究団体として登録されています。本年は登録申請の年ですから、５月に申請をします。
　また、学術会議には専門分野に対応する研究連絡委員会があります。その一つに商学研究連絡委員会（商研連）があって、本学会は１１名定員のこの委員会に委員（伊東克己）を送っています。
　この分野ごとの研究連絡委員会は学術会議会員候補者を推薦する推薦人を指名したり、候補者を選定したりする母体です。
　研究連絡委員会は、また、関連分野の学術横断的な研究活動を行っています。
現在は「商学教育・研究の社会への対応と要請」をテーマとして活動をしています。
　本学会の清水悦男前理事長が委員のときには「大学院商学研究科博士後期課程の充実についての提言」という研究活動の報告がまとまりました。
　本学会が参加しているもう一つの学会横断的機関は日本経済学連合です。連合には加盟学会が毎年拠出金を納入しますが、各種の助成を受けることができます。
　本学会は２名の評議員を経済学会連合に出しています。現在は中野宏一理事と伊東克己理事長が評議員会に出席しています。
　このような公的機関に登録したり参加したりすることは学会の権威と研究水準の維持・向上のためにも必要なことでありますから、会員諸先生のご理解とご協力をお願いします。
　

日本経済学会連合英文年報９５
　日本経済学会連合の英文年報１９９５年版に日本商業英語学会の活動状況、研究動向が報告掲載されています。
　足立行子理事に学会の構成、略史、９０年代の年報所載研究報告の分類、分析、総合をまとめて、英文原稿を起こしてもらいました。
　部数がきわめて少ないので、必要な方は理事長または足立先生宛てに抜き刷りをご請求ください。
　

亀山先生支部長に就任
　大阪明浄女子短大の亀山和夫先生は１９９６年１月の関西支部総会で、同支部長に選任されました。亀山先生は関西学院大学の則定隆男先生の留学中、１年間支部長代行をして頂きました。
　

大塚朝夫先生支部長再任
　九州・山口支部では１９９５年６月に役員改選があり、久留米大学の大塚朝夫先生が同支部長に再任されました。
　支部長補佐は福田靖、会計は小平友恵、監事は原田一男と横山研治の諸先生です。
　

　

　
